
１．科目の目標

２．評価の観点の趣旨

３．指導及び評価計画
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介護を必

要とする

人の理解

と支援

・授業観察

・授業ノート

・レポート

3

4
・授業観察

・授業ノート

10

・授業観察

・授業ノート

・レポート

・考査を実施することで、学習内容を確認する。

・実習を通して、視覚現状と支援について考察する。1

1

・一人ひとりの生活歴があることを意識し、環境づくりに必要な支援を考察す

る。

・高齢者の生きがいや、社会参加、環境について理解する。

・高齢者の特徴や加齢による心身の変化について理解する。

実習：ガイドヘルプ

・介護福祉基礎を学ぶにあたって 1 ・授業の内容や評価について理解する ・授業観察

2

・授業観察

・授業ノート

2

・授業観察

・授業ノート

第３編

・授業観察

・授業ノート

4

・授業観察

・授業ノート
3

介護福祉

の担い手

・授業観察

・授業ノート2

・授業観察

・授業ノート
2

・介護にかかわる様々な職種における多職種連携と、チームケアの必要性につ

いて理解する。

・地域での生活を維持するために、必要な地域包括ケアシステムやボランティ

アの役割について理解し考察する。

・バリアフリーやユニバーサルデザインについて理解する。

・専門領域や基本姿勢を理解する。

・利用者の尊厳維持のために必要な倫理観を学び、その実践の方法について考

察する。

・介護の質を高めるため、専門職性の向上や処遇について理解し、社会的地位

向上のための取り組みについて認識する。

・授業観察

・実習レポート

・ペーパーテスト

・介護がチームで行われていることを理解する。

・災害時を想定し、利用者の状況やニーズに沿った介護を継続するための方法

を考察する。

・在宅、施設における介護従事者の役割を理解する。

・基本的人権の尊重の実現を目指した介護の意義や役割を理解し、生活の質を

高める介護について考察する

・利用者主体の介護の実現のため、自己決定の重要性を理解し、自己決定に向

けた支援について考察する。

・高齢者、障がい者の尊厳を守るための仕組みについて理解する。

・介護従事者が果たす役割について理解する。

・ICFモデルについて、理解する。

・介護に係る資格の取得方法について理解する。

・障がいの概念の変遷と、障がい者への具体的な支援について理解する。

・肢体不自由の定義や現状と、生活上の困難や支援について理解する。

・視覚障がい、聴覚・言語障がい者の、定義や現状と、生活上の困難や支援に

・内部障がい者の、定義や現状と、生活上の困難や支援について理解する。

・知的障がい者の、定義や現状と生活上の困難や支援について理解する。

・発達障害について理解し、支援の方法について認識する。

・精神障がい者の、定義や現状の生活上の困難や支援について理解する。

第１章　尊厳を支える介護

第２章　自立に向けた支援

第２章　介護従事者の役割と介護福祉士

【前期期末考査】

第１章　介護を必要とする人と生活環境

第２章　高齢者の生活と支援

第３章　障害者の生活と支援

指導と評価の年間計画（介護福祉基礎）

岐阜県立土岐紅陵高等学校

科目

単位数 使用教科書 副教材

指導クラス学年

評価の場面

・方法

評価の観点

知識・技能（技術）　a 思考・判断・表現　b 主体的に学習に取り組み態度　c

１　介護を必要とする人の尊厳の保持や自立支援など介護を行う上での基本的な考え方を習得させる。
２　介護の現代的意義や役割について考えさせ、介護をとりまく状況や介護福祉サービスの確立やさまざまな社会的対応について理解させる。
３　介護を必要とする人に対して自立支援の観点にもとづき、自己実現が達成されるよう適切な介護福祉サービスを提供できる能力と態度を育成する。

介護福祉基礎 2

2 介護福祉基礎（実教出版）

単元 指　導　項　目
予定

時間
主な学習活動（指導内容）と到達目標

第４章　介護実践における連携

第３章　介護従事者の倫理

選択

  介護に必要な知識や意義、役割について体系的・系統

的に理解していると共に、関連する介護技術を身につけ

ている。

  介護に関する諸問題を発見し、介護者としての倫理観

をふまえて、合理的かつ創造的に解決する力を身につけ

ている。

  よりよい介護を目指して自ら学び、適切な介護の実践

に主体的かつ協働的に取り組む態度を身につけている。

第１編

介護の意

義と役割

第１章　介護従事者をとりまく状況



10 ○ ○ ○

11

12 ○ ○

1 ○

2 ○

○

○

3 ○ ○・考査を実施することで、学習内容を確認する。

・利用者の尊厳を守り、自分らしい生活を実現するために福祉用具を活用する

ことを理解する。

・福祉用具と介護ロボットの活用について認識する。

1

1

・授業観察

・授業ノート

・ペーパーテスト

・地域密着型サービスの役割や種類を理解し、地域のサービスをまとめる。

・施設介護の役割や特徴を理解する。

・障がい者総合支援法や、障がい者雇用促進法などを通して、障がい者の生活

の理解をする。

・介護過程におけるアセスメントの位置づけを理解する。

・介護におけるリスクマネジメントについて理解する。

・事故を予防するための取り組みについて理解する。

・介護現場で多い転倒、転落事故について理解する。

・介護現場で必要となる防災対策について理解する。

・より良い介護を提供するため、介護従事者の身体面、心理面などの健康管理

が必要なことを理解する。

・移動することについての意義や目的を理解する。

・車いすの実習を通して、よりよい移動支援を考察する。

・食事に必要な支援について理解する。

・自立に向けた排泄支援について理解する。

・身支度の生理的・心理的影響について理解する。

・入浴の支援方法と作用について理解する。

・睡眠と覚醒の関係を理解する。

・介護保険制度の目的とサービス利用の流れについて理解する。

・在宅介護の役割や特徴を理解する。

【学年末考査】

第４章　福祉用具と介護ロボット

・居住環境の整備が、自立支援につながることを理解する。

・実習を通して、ベッドメイクの技術を習得する。

第５章　介護福祉サービス概要

第６章　介護過程

第１章　介護における安全と事故対策

実習：ベッドメイク

・高齢者が示す状態や症状の観察ポイントを理解する。

・コミュニケーションの種類や方法、目的を理解する。

・ボディメカニクスについて理解する。

実習：車いす

70

第４章　介護を必要とする人の生活を支える支援

13

・授業観察

・授業ノート

・レポート

・実習レポート

6

・授業観察

・授業ノート

・レポート

第４編

介護にお

ける安全

確保と危

機管理
2

・授業観察

・授業ノート

5

・授業観察

・授業ノート

2

・授業観察

・授業ノート

・授業観察

・授業ノート5

第２章　介護従事者の健康管理

第３章　感染対策

・安心して働くための対策や制度について理解する。

・感染症の基本的な知識と感染対策について理解する。

・感染症の基本的な予防策を理解し、介護施設における感染対策の必要性につ

いて知る。

・利用者の安全で安心な暮らしを守るため、感染症の原因やその対策を理解す

る。


